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豊胸術合併症の全国アンケート調査

佐藤 　兼重
⽇日本美容外科学会（JSAPS)前理理事⻑⾧長

⼤大慈弥（おおじみ）裕之
⽇日本美容外科学会（JSAPS)理理事⻑⾧長
福岡⼤大学医学部形成外科学教授

2017年年の豊胸術
•  総⼿手術件数 　 11,486件

シリコン
インプラント
24%

脂肪注⼊入
30%

充填剤注⼊入
（ヒアルロン
酸含む）
46%

⽅方法 件数
シリコン 　インプラント 2,768
脂肪注⼊入 3,412
充填剤（ヒアルロン酸含む） 5,306

2018年年 　⽇日本美容外科学会(JSAPS)調査委員会
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充填剤注⼊入による豊胸術

•  過去
–  1950年年代：液状パラフィン、ワセリン
–  1960年年代：シリコンオイル
–  1988-‐‑‒2013年年：ポリアクリルアミド 　ハイドロジェル

•  現在
–  ⾮非吸収性充填剤

•  ポリアクリルアミド 　ハイドロジェル
•  アクアフィリングなど

–  吸収性充填剤
•  ヒアルロン酸

調査背景

•  ⽇日本美容外科学会(JSAPS)・⽇日本形成外科学会において
充填剤注⼊入による豊胸術後の合併症例例が、永年年にわたり
報告されてきた

•  2016年年、韓国の専⾨門領領域学会が、充填注⼊入剤の⼀一種で
あるアクアフィリングによる豊胸術を中⽌止する勧告を発
表した

•  わが国でも、関連学会が連携して会員に注意喚起した
•  その後も注⼊入による豊胸術後の合併症報告が絶えなかっ
たため、アクアフィリングを中⼼心に実態をアンケート調
査することにした
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充填剤注⼊入による豊胸術合併症調査

•  調査⽇日時
–  2018年年6⽉月15から7⽉月10⽇日まで

•  調査対象
–  ⽇日本形成外科学会
–  ⽇日本美容外科学会（JSAPS)正会員
–  3,874名

•  回答者
–  132⼈人

•  施設は異異なる
•  他院施⾏行行例例がほとんど

アンケート内容
① 　充填剤注⼊入による豊胸術合併症例例の経験はありますか？ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

② 　アクアフィリング注⼊入による合併症？ 　
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
③ 　ヒアルロン酸・その他の充填剤によるもの？ 　
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
④ 　合併症の種類は？ 　 　

⑤ 　何年年前の注⼊入？

⑥ 　内容物の種類は？
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充填剤注⼊入による豊胸術合併症例例の経験

132⼈人中、72名が合併症を経験

あり
55%

なし
45%

アクアフィリング注⼊入による合併症例例の経験

合併症例例経験のある72⼈人中、28⼈人がアクアフィリング症例例

はい
39%

いいえ
43%

不不明
18%
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ヒアルロン酸・その他の充填剤による合併症

合併症例例経験のある72⼈人中、33⼈人がその他充填剤症例例

はい
46%

いいえ
33%

不不明
21%

どのような合併症でしたか？

総計48腫瘤総計108合併症

腫瘤
44%

感染
22%

⽪皮膚変化
8%

変形
6%

炎症
6%

露露出・漏漏出
4%

悪性腫瘍（疑
い含む）
3%

全⾝身症状
2%

移動
2%

ほか
3%

硬結
56%

⾁肉芽腫
21%

嚢腫
13%

腫脹
10%

合併症の種類 腫瘤の内容
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内容物について

総計83種類症例例

内容物の種類 ⾮非吸収性充填剤の内訳

⾮非吸収性
充填剤
76%

ヒアルロ
ン酸
17%

⾃自家脂肪
5%

不不明
2%

アクアフィリ
ング
24%

アクアリフト
7%

他ポリアクリ
ルアミド
6%

シリコンオイ
ル
17%

ほか
3%

不不明（⾮非吸
収）
19%

ヒアルロン酸
17%

⾃自家脂肪
5%

不不明
2%

合併症の発⽣生時期

1年年以内
11%

1年年-‐‑‒5年年以内
32%

5年年-‐‑‒10
年年以内
9%

20年年以上
42%

不不明
6%

半数以上が、5年年以上経過した後に発症
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アンケート調査のまとめ

•  2017年年度度、わが国の豊胸術は、46%が充填剤注⼊入による豊胸術

•  回答者の半数以上（５５％）に合併症症例例の経験あり

–  その内、約４０％がアクアフィリングによる合併症を経験

–  ヒアルロン酸・その他の充填剤注⼊入による合併症も46％経験

•  症状は、腫瘤が最も多く、感染、⽪皮膚変化、変形、炎症が続く。

•  原因となる内容物は、⾮非吸収性充填剤が全体の四分の三を占め最も多

く、中でもアクアフィリングが多かった。

•  注⼊入後、1年年内の発⽣生は１割程度度で、5年年以上経過して発症するものが

5割以上あり、⻑⾧長期的なリスクがある。

豊胸術 　世界の趨勢
•  ISAPS（国際美容外科学会）による国際調査
•  豊胸術は、シリコンインプラントと脂肪注⼊入が世界の標準的治療療

は、豊胸術	
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⼀一般社団法⼈人 　⽇日本美容外科学会（JSAPS)の意⾒見見

•  充填剤注⼊入による豊胸術は、合併症リスクが⾼高いと考える
–  国際的には、シリコンインプラントや脂肪注⼊入が標準的治療療

•  過去にも、⾮非吸収性異異物注⼊入による豊胸術後のトラブルが多く発⽣生して
いた
–  ⾮非吸収性充填剤の注⼊入はおこなうべきでない

•  2016年年、韓国の医学会はアクアフィリングの使⽤用禁⽌止声明を発表した
–  わが国でも、⽇日本形成外科学会、⽇日本美容外科学会（JSAPS,  JSAS)が連携して注意
喚起している

•  充填剤注⼊入による豊胸術を受けた患者さんは、術後⻑⾧長期間、専⾨門の医療療
施設で健診を受けることが望ましい

•  豊胸術を含め美容医療療を受ける患者さんは、治療療を受ける前に、担当医
からしっかりと説明を受けることが重要である


